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（仮訳） 

 

２０１０年４月２１日パシフィックデイリーニューズ電子版 

 

「海兵隊航空戦力もアンダーセン空軍基地に駐留」 

 

第３６航空団前副司令官（退役大佐）でアンダーセン開発室のスティーブ・ウォルボー

スキー室長によると、今年後半にもグアムへ到着するグローバルホークに加え、グアム

の基地強化計画が進めば、アンダーセン空軍基地は海兵隊航空機の常駐基地となる。２

０日、タモンベイ・ロータリークラブの講演会で述べた。 

 

同氏は、基地強化計画を含むアンダーセン空軍基地のプロジェクトの進行状況を説明し

た。５０００万ドル規模の南側滑走路強化工事、２７００万ドルの兵舎改修工事など現

在多くの事業が行われている。 

 

今年末までには、４機のＲ－Ｑ４グローバルホークがグアムへ配備され、昨年完成した

最新式の格納庫に入る。パシフィックデイリーニューズの情報では、無人偵察機の米国

本土以外での配備は初めて。 

 

数千人の海兵隊が沖縄からグアムへ移転してくるが、その航空戦力の一部も伴って配備

される。海兵隊の航空戦力である航空戦闘要素(ACE)はジェット機とヘリコプターを含

む。ウォルボースキー氏によると、現時点でヘリコプターはアンダーセン空軍基地に常

駐の予定だがジェット機についてはグアムへ配備されるかは未定。約１５００人の海兵

隊員が航空戦闘要素チームの一部という。 

 

ウォルボースキー氏は、マリアナ合同軍とグアムの空軍基地の事業を監督している。 
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